
2018 年 9月 12日 

 

下記の通り第38回量子情報技術研究会 学生発表賞の受賞者が内定いたしまし

たのでお知らせします。 

 

第 38 回量子情報技術研究会 学生発表賞 

受賞内定者一覧 

 

受賞内定者氏名（応募時所属） 

「“発表タイトル” 著者」 

鳩村拓矢（東京大学） 

「“断熱時間発展の加速に基づく量子アニーリングの古典アルゴリズム” 

 鳩村拓矢, 森 貴司」 

福井浩介（北海道大学） 

「“Tracking Quantum Error Correction”  

福井浩介，富田章久，岡本淳」 

松浦孝弥（東京大学） 

「“証明手法の改善による RRDPS プロトコルの性能向上”  

松浦孝弥，佐々木寿彦，小芦雅斗」 

吉田裕哉（名古屋大学） 

「“量子系における TP-CP 写像の漸近的 decoupling と混合性” 

吉田裕哉，林 正人」 

 

※なお、受賞式は、2018 年 11 月 26 日（月）の予定です。 

 

 

電子情報通信学会エレクトロニクスソサエティ 

量子情報技術特別研究専門委員会  

委員長 竹内繁樹 

 


